
ERA検査を実施した患者様ごとに個別化された胚移植では移植あたりの
妊娠率が新鮮胚移植や凍結胚移植より24%上昇しました。
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今回の周期で検査し、解析結果が受容期（Receptive）の場合、
次の同条件サイクルでの胚移植を推奨します。
従って、胚の着床に理想的な日ということになります。

米国生殖医学会議（ASRM）にて妊娠率・
継続妊娠率の向上についての発表・受賞*

着床する時期が
明らかに

Day3胚の移植のタイミング

患者様の
受容期（Receptive）が

P+5の場合

患者様の
受容期（Receptive）が

P+7の場合

患者様の
受容期（Receptive）が

P+4の場合

黄体ホルモン投与開始

黄体ホルモン投与開始

黄体ホルモン投与開始

（96時間）

（120時間）

P+7
（168時間）

Day5胚の移植のタイミング

株式会社 アイジェノミクス・ジャパン  〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町2-7-10  エル人形町4F  TEL：03-6667-0456  E-mail：servicejapan@igenomix.com

受容期
Receptive

容受期前
Pre-Receptive

容受期後
Post-Receptive

子宮内膜
Endometrium

患者様には、治療プロトコールに
従い、黄体ホルモン投与を継続して
いただきます。
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★ P=0.003（Chi-Square test）
新鮮胚移植（Fresh ET） 凍結胚移植（Frozen ET） 個別化された胚移植（Personalized ET）
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検査結果に関しては担当医に
お問い合わせください

2009年特許取得

1 ERA検査とは?

www.igenomix.com

子宮内膜着床能（ERA）検査は、子宮内膜の着床能のタ
イミング評価を目的とし、アイジェノミクス社が開発し、
特許を取得した検査法です（PCT/ES2009/000386）。

分子生物学的ツールとして次世代シーケンサーを用い、
子宮内膜の着床能に関連する236個の遺伝子の発現レ
ベルの分析を行います。

具体的には、子宮内膜の組織検体から抽出したRNAを
次世代シーケンサーによって解析し、遺伝子の発現プ
ロファイルから受容期（Receptive）または非受容期
（Non-Receptive）に分類します。

4 ERA検査のメリット
ERA検査は、着床能に関与する遺伝子の発現プロファイル
を高感度で検出し、分析しています。ERA試験を受けるこ
とにより、患者様個人の着床ウィンドウを知ることができ
ます。本検査は、子宮内膜日付診（組織学的基準に基づ
く従来型の方法）と比較して、極めて高い感度を誇ります。
従来法は非常に主観的な方法であり、妊娠のし易さを識
別することが困難な場合があります。

5 サンプル抽出と輸送

6

子宮内膜（子宮頚部を除く）から採取した子宮内膜生検検体を
速やかにERAクライオチューブに移し、少なくとも4時間以上
は冷蔵保存する必要があります（4～ 8℃）。その後、続けて
保存する場合は、冷蔵で１週間、冷凍（－20℃以下）で長期間
の保存が可能です。

検体の品質を保つため、当社ラボまでの輸送時間は、宅配便
にて48時間未満としてください。また、サンプル温度は決して
35℃以上に達しないようにしてください。必要に応じて保冷剤
を同梱していただくか、もしくはクール便（冷蔵）にて発送して
ください。

3 ERA検査の対象
 となる患者様

ERA検査は、形態的に問題がない胚を移殖したにも関
わらず着床不全を経験した患者様を対象としています。

2 ERA検査の目的は?
ERA検査は、子宮内膜の生検時が受容期（Receptive）または非受容期（Non-Receptive）
かどうかを遺伝子発現プロファイルから判断することを目的とします。子宮内膜が非受容
期（Non-Receptive）であると判断された場合には、2回目のERA検査により患者様の着
床ウィンドウを明らかにすることが可能です。
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7. ERA検査は、着床時期の分類を対象とした精度88.57%、感度99.75%の検査です。採取された子宮内膜検体の量が適切でない、または、明らかな血液の混入など、
RNA抽出に影響を及ぼす場合は十分なデータが得られない可能性があります（5％未満）。その場合は、再度検体を採取し送付していただく必要があります。
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